
重大な事故防止に向けた安全対策 

【 24 レスリング 】 

1 競技特性 

レスリングは、相撲や柔道と同じように格闘によって、相手を制する競技である。マット上で二人の競技者

が相対し、格闘して相手を組み伏せ、その両肩を同時にマットにつける(フォール)ことで勝負が決まる。フォー

ルがないまま規定の競技時間を終了した場合は、ルールに定められた採点方法によって優劣と認められた者の

勝ちとなる。 

レスリングは、四肢を自由に使って行うフリースタイルと、下肢への攻防を禁じられているグレコローマン

スタイルの２つのスタイルがある。フリースタイルは、反則技以外は全身のどこを攻防に用いても良いが、グ

レコローマンスタイルでは、下半身を攻防に用いることはできない。相手の四肢や体幹を直接持ち、接近した

状態で寝技や投げ技を行う。また、四肢の関節は外傷の危険性が常にあり、選手同士の接触や衝突による傷害

もみられる。また、体と体が接触する競技なので、メディカルチェックを実施し、感染症がある場合は試合に出

場できない。勝敗の決め方は、フリースタイル・グレコローマンスタイルとも同じである。 

レスリングは力と技の勝負である。従って、体の大きいものの方が有利と思われるが、体重別の階級（高校の

部 51kg，55kg，60kg，65kg，71kg，80kg，92kg，125kg）に分けられ、同じ階級で試合を行うので、体の大小

を問わずに十分活躍できるよう、配慮されている。 

 

2 想定される事故事例と予防策  

(1)主として施設・設備・用具が要因となって起こる事故 

想定される事故やけがの原因（事例） 傷害例（重症以上・軽傷） 予防策 

・レスリングマットの整備 

 不足や点検不足。 

 (事例) マットの隙間に足が入り込む 

・レスリングマット内の衝突や激突事故。  

(事例 1) スパーリング中、タックルにはいら

れ、タックルを受け止めきれず勢いで壁に激

突。 

・ユニホームや練習着などの不備。  

(事例 1) Ｔシャツに指が絡む。  

(事例 2) ほどけた靴紐を踏み転倒 

 

 

・ レスリングマットの不衛生と清掃不足。 

 (事例 1) 白癬菌、トビヒに感染。 

 (事例 2) マット菌により頭皮が禿げる。 

・足首の捻挫 

・突き指 

・指の骨折 

・腰部損傷 

・頭部打撲 

 

 

・指の骨折 

・手首損傷 

・指の捻挫 

・頭部打撲 

 

・白癬菌 

 トビヒの化膿によりリンパの炎症・

発熱マット菌による頭皮の炎症 

 

・常に練習前及び練習後にマットの隙間が

無いよう整備点検をする。 

 

・マットの床面・壁面に補助マットや衝撃

吸収用のクッション等を設置する。 

 

 

・練習着(Ｔシャツ)を常にトレーニングパ

ンツの中に入れるよう指導する。レスリン

グシューズの紐をしっかり結ばせる。 

 

 

・常にマットの内外を含め練習場の清潔を

保つ。特に、マット専用の除菌剤を毎回使

用し雑菌の発生を防ぐ。また、練習後には 

シャワーを浴びさせ体を常に清潔にする。 

 

  



(2)主として活動内容が要因となって起こる事故 

想定される事故やけがの原因（事例） 傷害例（重症以上・軽傷） 予防策 

・スパーリング中、相手や隣の選手と衝突す

る。 

 (事例 1) スパーリング中、タックルに入ら

れ、そのまま他の生徒の膝に激突。 

・レスリングの攻撃手段は、主に「タックル」

なので、タックルの反復練習を毎日すること

によって、耳が内出血をする。 

 

・投げ技による防御や受け身を取り損なって

起こる。 

 

 

 

・グランド(寝技)で防御によって起こる怪

我。 

 

 

・長時間の練習による使いすぎでおこる。 

・過度な減量による脱水症状 

(事例 1) 脱水症状による手足のしびれ 

・打撲 

・骨折 

・捻挫 

 

・ 耳介血腫 

 

 

 

・脳震盪 

・脱臼 

・骨折 

・頸椎損傷 

・捻挫 

・脱臼 

・痙攣 

・骨折 

 

・変形頸椎症 

・変形性膝関節症 

・脱水症状 

・痙攣 

・マット外の周りにいる者が大きな声で注

意する。また、スパーリング中、間に入り接

触や衝突をしないように体や手で押さえ

る。 

・受傷直後血腫の状態の時に、頻繁に穿刺

を繰り返し、圧迫・湿布をし冷やす。また、

ヘッドキャップを着用し耳を保護する。 

 

・準備体操や受け身をしっかり行わせる。 

 

 

 

 

・ブリッジなどにより頸を十分鍛える。ま

た、筋力トレーニングを取り入れ筋力アッ

プを図る。特に防御技について十分に理解

させる。 

・特に下肢の関節に多いので、日常からの

保護具(サポーター)の着用をさせる。 

・過度な減量を避ける。水分摂取の励行。 

 

(3)主として環境条件等が要因となって起こる事故 

想定される事故やけがの原因（事例） 傷害例（重症以上・軽傷） 予防策 

・高温多湿度における練習場の環境 

 

・地震による壁や天井等の倒壊や落下 

 

 

・Ｊアラート発令時の対応 

・熱中症 

・脱水症状 

・壁や天井の付属品や設備(空調設

備・電球等)の落下物や倒壊による外

傷 

・こまめな水分補給や休憩時間をとる。室

内の窓を開け換気や風通しをよくする。 

・練習・大会を直ちに中断させ、各施設の

地震対応マニュアルに従って安全な場所に

避難させる。 

・発令時の対応や様々な場面での避難方法

について確認し、事前に参加者等に周知し

ておく。また情報収集の手段や、関係者お

よび保護者等との連絡方法について準備し

ておく。 
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